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夏休みの過ごし方

夏
休
み
は
、
学
校
か
ら
少
し
離
れ
て
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
促
す
良
い
機

会
で
す
。

【こ
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う
】

●
お
子
様
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
た

 

活
動
に
誘
お
う

一
緒
に
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
調
べ

た
り
、
見
に
行
っ
た
り
す
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
無
理
に
外
出
を
促
す

の
で
は
な
く
、
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

日
中
は
適
度
に
体
を
動
か
し
て
、
夜

は
早
め
に
就
寝
し
ま
し
ょ
う
。
規
則

正
し
い
生
活
は
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
繋
が
り
ま
す
。

●
学
習
時
間
を
確
保
し
よ
う

毎
日
10
分
で
も
、
学
習
時
間
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

●
夏
休
み
終
盤
は
、
少
し
ず
つ
学
校

生
活
へ
意
識
を
戻
し
て
い
こ
う

夏
休
み
明
け
に
向
け
て
、
学
校
行
事

に
つ
い
て
話
し
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。
焦
ら
ず
、
お
子
様
の
ペ
ー
ス

を
尊
重
し
て
、
温
か
く
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

心
配
事
が
あ
る
場
合
は
、
相
談
機

関
へ
の
第
一
歩
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

夏休みとなりました。今年は、6月の日本の月平均気温が最も高くなり、暑い日が続いています。

外出するときや屋内にいるときでも熱中症にお気をつけください。

さて、今回、当センターの心理判定員からお子様が夏休みを過ごす際に気を付けていただきたいこ

とをアドバイスします。

小 学 生 を 対 象 に し た 学 習 支 援

支援までの流れ

①支援の希望 ②心理判定員等との面談 ③支援開始

学
校
ま
た
は
保
護
者

か
ら
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
事
務
所
に
連
絡
。

お
子
様
と
保
護
者
の

方
に
心
理
判
定
員
と

支
援
担
当
者
が
面
談
。

支
援
方
法
等
を
確
認
。

来
所
、
家
庭
訪
問
、
公

的
施
設
な
ど
を
利
用

し
、
支
援
を
開
始
。

令和6年度から不登校の小学生を対象に、学習習慣を身に付けたり、継続させたりすることを目的

に学習支援を始めました。

当センターの教育指導員がお子様の学習の定着状況に合わせて支援します。

対象者 松山市在住の不登校のお子様（小学校１年生～６年生）

場 所 青少年センター、北条文化の森、自宅、公民館、学校等

支援内容
最大週１回。9時～16時の間で1時間(平日のみ)。

具体的には学校の教科書や副教材、タブレット等を活用し、

学習帳、ドリル、漢字の読み書きなどを行います。
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